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ハイブリッド攻略塾



Copyright © Dell Inc. All Rights Reserved.2
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2.ハイブリッドクラウド攻略塾とは？
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デル・テクノロジーズ 徹底攻略塾とは？
入門 認知 理解 Deep Dive

深耕

SE的
Guru会

営業

Lv.101 Lv.201 Lv.301

What‘s New
今さら聞けないシリーズ
（旧ご新規様）

入門：IT初心者, インフラ初心者向けアソシエイトレベル
認知：他ベンダー経験者, Dell初心者向けのオーバービューレベル
理解：製品ポートフォリオを理解し、構成やTips、アップデートなどの情報収集レベル
Deep Dive：能動的に情報を収集し、理解＆実践＆アウトプット出来るレベル

Dellストレージ入門
PowerEdge入門

vHeroesハイブリッドクラウド攻略塾

オンデマンド配信コンテンツ
5分程度のダイジェスト/紹介動画を別途準備して様々
な人に活用してもらえるもの

リアルタイム配信コンテンツ
最新情報を定期的に提供するコンテンツ
Webinarとして提供する従来の攻略塾コンテンツど同じ

オンサイトイベント
パートナー様オンリーの情報提供イベント。内容は都度
Partner Technical Portalで公開
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Youtube）Dell Technologies - Partner SE Japan チャンネル
https://www.youtube.com/@delltechnologies-pse-japan/featured

• 275本の動画コンテンツを提供中！（2024年5月現在

• 徹底攻略塾はもちろん、Heroesや各種イベントなどのレコーディングも公開！

• サイジングツールのHowTo動画や、 CSCのデモンストレーション動画などもあります！

• 動画リストも充実しているので「これが知りたい！」と言うニーズに応えられます！

• 沢山あり過ぎて分からない！と言う方向けにショート動画でコンテンツ紹介もしているので
迷いません！

• 今年はオンデマンドコンテンツとして、このYoutubeチャンネルのコンテンツを充実し
ていくので、是非ご登録下さい！！
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2024イベント関連開催スケジュール

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

DTW@LV

5/20 - 23

サーバ入門（PowerEdgeの管理）

ストレージ入門（ME5, Unity, DD）

Heroes

東京
6/18

What’s
New
4/24

Hybrid 
Cloud
5/29

What’s
New
7/3

Hybrid 
Cloud
8/28

What’s
New
10/2

Hybrid 
Cloud
11/27

What’s
New

1月予定

Hybrid 
Cloud
2/26

Guru

東京
8 or 9予定

Heroes

東京
12月予定

今さら聞けない
サーバ＆ストレージ

PartnerForum

名古屋
6/26

ARExcForum

宮崎
6/14-15

PartnerForum

福岡
7/2

PartnerForum

広島
7/25

PartnerForum

大阪
9/4

DTF@Tokyo

10/3

PExceForum

宮崎
11/29-30 or 12/6-7

Heroes（オンサイト）

徹底攻略（Webinar）

オンデマンドコンテンツ

Dell Technlogies World

製品アップデートイベント

Dell Partner Forum

（オンサイト）

表記説明
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ハイブリッド攻略塾は４つのテーマで各社に語って頂く時間！

①パブリッククラウド上で何ができる？

②パブリッククラウドとオンプレを繋げて何ができる？

③ハイブリッドクラウドの正しい提案アプローチと
注意して欲しいこと

④ハイブリッドクラウドでどう運用すればよいか？

On Cloud & Hybrid Cloud
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今日はこちらの２社に語って頂きます！



テーマ１）

パブリッククラウド上で何ができる？

日本マイクロソフト株式会社

高添 修



自己紹介 高添 修 (たかぞえ おさむ)

某日本の IT 企業にて

• オフコンの修理屋からスタート

• ネットワークソリューション営業

• インフラ技術トレーナー

マイクロソフト歴 23年

• プリセールス、パートナー様支援

• 内 エバンジェリスト 約12年

現在

• パートナー技術支援チーム

• Azure Infra 担当

• ハイブリッドクラウド

• クラウド VDI

• ソリューション担当エバンジェリスト的活動

• イベント、セミナー登壇

• VMware 様との共同セミナー登壇

• Nutanix 様の年次イベントにも登壇

• コミュニティ支援

• 書籍、記事執筆

22H2 対応版

Azure Stack HCI に関する参考情報が

盛りだくさん

https://www.amazon.co.jp/Azure-Stack-HCI%E3%83%86%E3%82%AF%E3%83%8E%E3%83%AD%E3%82%B8%E5%85%A5%E9%96%80-Azure%E3%81%A8%E3%81%AE%E9%80%A3%E6%90%BA%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E3%83%8F%E3%82%A4%E3%83%96%E3%83%AA%E3%83%83%E3%83%89%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%A6%E3%83%89-%E5%BE%8C%E8%97%A4-%E8%AB%AD%E5%8F%B2%EF%BC%88%E5%AF%8C%E5%A3%AB%E3%82%BD%E3%83%95%E3%83%88%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E4%BC%9A%E7%A4%BE%EF%BC%89/dp/4296080350


何でも揃うパブリッククラウド

最新データセンター、IaaS そして AI まで



Copilot (powered by OpenAI)

何でもできる Microsoft Cloud

Microsoft 365 LinkedIn
Microsoft 

Dynamics 365

GitHub
Visual Studio

 

Microsoft 
Power Platform

Microsoft Azure

ID, セキュリティ, 管理, および コンプライアンス

モダンワーク 社員育成＆人材確保 業務アプリケーション

開発プラットフォーム ローコードアプリケーション開発

アプリケーション/インフラ/データ＆AI プラットフォーム

Microsoft が提供する パブリッククラウドサービス

数百のサービスを提供し、プレビュー機能も多数

以下はその一部

• OpenAI、機械学習、AI Catalog(LLM,SLM)

• 数百種類の仮想マシン
• サイズ、OSS, Windows, GPU, RDMA ・・・ 

• ネットワーク サービス
• 仮想ネットワーク, セキュリティ, グローバル回線

• ストレージ サービス
• Azure NetApp Files もあり

• マーケットプレイスには DELL 様の Block Storage も

• ベアメタル
• Azure VMware Solution 含む

• Nutanix Cloud Cluster on Azure 始動

• リレーショナル データベース
• SQL Server 互換、OSS

• Oracle Database @Azure も

• NoSQL 分散データベース 各種

• Container 系サービス
• Kubernetes, Simple Container

• Red hat OpenShift も

• DevOps

• App Services
• Logic App, API Management

• Functions (Serverless)

• SAP

• Management

• Security

• VDI

Microsoft Azure

アプリケーション/インフラ/データ＆AI プラットフォーム



仮想マシンサービスだけでも
Confidential Computing

配置場所の制御

可用性セット (ラック障害対応)

可用性ゾーン (データセンター障害対応)

ストレージ Geo-Replication、Azure Site Recovery (大規模災害対応)

オンプレデータセンターとの

ギャップは歴然



サービスの話には興味ない？

OpenAI との提携以来、Azure の AI インフラストラクチャを共同設計

・シリコンにまで最適化

・空冷ではなく液体冷却、専用ラック、Open Compute Project



November 2023

Frontier, HPE
1,194.00 PFlop/s

1

Aurora, Intel
585.34 PFlop/s

2

Eagle, Microsoft Azure
561.20 PFlop/s

3

Supercomputer Fugaku, Fujitsu
442.01 PFlop/s

4

LUMI, HPE
379.70 PFlop/s

5

Leonardo, EVIDEN
238.70 PFlop/s

6

Summit, IBM
148.60 PFlop/s

7

MareNostrum 5 ACC, EVIDEN
138.20 PFlop/s

8

Eos NVIDIA DGX SuperPOD, NVIDIA
121.40 PFlop/s

9

Sierra, IBM / NVIDIA / Mellanox
94.64 PFlop/s

10



パブリッククラウドにまつわる誤解と正解

「セキュリティの懸念」「データ主権」は別物である



データ主権 (Data Sovereignty) とデータ保護

グローバル パブリッククラウドによる

データ保護

ーー

Azure Sovereign Cloud

オンプレミス or 国産クラウドによる

データ主権の維持

戦争になると

(データ主権の維持前提で)

データ保護の優先度が上がる

ウクライナの防衛: 

サイバー戦争の初期の教訓

場所を固定化せずに

暗号化とアクセス制御で守る

他国本社のクラウドが

接続を強制的に止めたら？

ーーー

ベンダーの信頼 ?

日米安保や

日本国家主権の話

https://news.microsoft.com/ja-jp/2022/07/04/220704-defending-ukraine-early-lessons-from-the-cyber-war/


ウクライナ防衛から見るサイバー戦争の教訓

2022 年 2 月 24 日、ロシア軍は軍隊、戦車、航空機、巡航ミサイルを組み合わせてウクライナの国境を越えて侵攻し

ました。しかし、実は、最初の発砲は、その数時間前、まだ日付が 2 月 23 日であった時でした。それは、ウクライナのコ

ンピューターに対して送られた「Foxblade」と呼ばれるサイバーウェポンによるものでした。現代のテクノロジを反映したかのよ

うに、この攻撃をいち早く観測したのは、地球の裏側、米国のワシントン州レドモンドにいる人々でした。

• 第 1 に、軍事的侵略に対する防衛において、ほとんどの国にとって、国境を越えて他国にデジタル運用とデータ資産

を分散させる能力が必要とされるようになりました。

• 第 2 に、最近のサイバー脅威インテリジェンスとエンドポイント保護の進歩により、ウクライナはロシアの破壊的サイバー

攻撃の多くに耐えられるようになりました。

誰から何を守りたいかが重要で、それは状況によって変化する可能性がある ＝フレキシビリティが重要

ウクライナの防衛: サイバー戦争の初期の教訓

https://news.microsoft.com/ja-jp/2022/07/04/220704-defending-ukraine-early-lessons-from-the-cyber-war/


クラウドセキュリティ

クラウドはセキュリティが低い

クラウド上には高度なセキュリティサービスや機能が充実

更新管理、監視、セキュリティ態勢管理、ポリシー制御

暗号化、カギ管理

ネットワーク分離と制御、VPN、ファイアウォール、閉域接続

ID管理、多要素認証、条件付きアクセス

ベストプラクティス、ランディングゾーン自動展開

結局のところ

どういうサービスを使って何をしている(したい)のか

そのシステムをどういうサービスや機能、プロセスで、どのように守るのか

Azure セキュリティの概要 | Microsoft Learn

https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/security/fundamentals/overview


オンプレビジネスの担当者も

Microsoft Azure を知ろう！
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テーマ２）

ハイブリッド クラウドで何ができるか？

日本マイクロソフト株式会社

高添 修



2023年1月に整理をしたことがあります ～いろいろとありますね～
Identity ＆

認証
Active Directory と Entra ID と

Entra connect

File Server
Windows Server と Azure File Sync

と Azure Files
Kubernetes

Azure Kubernetes Service

(AKS)

Biz Process Logic Apps

SQL Server SQL Server と Azure SQL Database

SQL Database Azure SQL Database

Networking
VPN, ExpressRoute, Peering Services,

Virtual WAN, Private Link 

Azure ML Azure Machine Learning

Windows 
Server 管理

Windows Admin Center 

in Azure Portal

IoT Azure IoT Hub と IoT Edge, Percept

AI
Azure Cognitive Services と

コンテナー化された Cognitive Services

App Proxy Entra Application Proxy

Platform Azure と Azure Stack HCI (Hub/Edge)

Backup
Windows Server や Azure Stack HCI

と Azure Backup

DR
VMware や Azure Stack HCI と

Azure Site Recovery

VMware Azure VMware Solution と VMware

Storage Azure Data Box Gateway

統合管理
監視とアラート、更新/変更/

インベントリ/ポリシー管理

Security Microsoft Defender for Cloud 

VDI AVD と Azure Stack HCI

Container
Platform Azure Container Apps

IaC/RBAC Azure Resource Manager Azure Arc

API
Azure API Management

gateway

Web Apps
Platform Azure App Services

Server Less Azure Functions

Power BI Power BI Gateway

Red Hat Azure OpenShift

Nutanix
Nutanix Cloud Cluster

on Azure

Oracle
Oracle DB Service for Azure

(Oracle Interconnect for Azure)



ハイブリッド クラウドからアダプティブ クラウドへ (アプローチ)

Azure Arc

AI で強化された

集中管理とセキュリティ
クラウド ネイティブを

あらゆる場所で
データと洞察力を醸成

マルチクラウド ハイブリッド エッジ

分散配置された Windows Server/ SQL Server/Linux Server/Kubernetes/物理サーバー ＆ IoT/Edge AI



プライベートクラウド基盤への 2 つのアプローチ

Hyper-V

Software Defined Storage

物理サーバー (別途調達)
Azure Stack HCI カタログ

Windows Server Catalog

Windows Server の

標準機能として提供

※ 仮想マシン用のライセンスで

HCI も構築可能

※ 従来の3階層にも対応

※ クラウド非接続シナリオをカバー

仮想マシン 仮想マシン 仮想マシン 仮想マシン

Azure Stack HCI

※ システムやデータはオンプレミスに配置

※ クラウドサービスの一部としての HCI

(サブスクリプション化)

※ 新機能を継続提供

※ クラウド/オンプレミスの一元管理

Azure
Azure Kubernetes Service

コンテナー コンテナー コンテナー コンテナー

管理、監視、セキュリティ

態勢管理、Copilot、

GitOps、MLOps

チャレンジが不要ならば、

低コスト化を検討

クラウド時代に最適化

Software Defined Network

https://azurestackhcisolutions.azure.microsoft.com/#/catalog
https://www.windowsservercatalog.com/


Azure Stack HCI (23H2) とは？

【特長】

Azure 統合
複数の管理ツールからの脱却

自動化促進

高度なセキュリティ対策

超高速ストレージ
SQL Server 処理が vSAN より5倍高速
StorageReview.com

• NVMe SSD パフォーマンスを最大活用

• 数年前に 1380万 IOPS という実績

小規模から大規模まで
1～16ノード (1クラスター)

複数クラスターの一元管理

追加シナリオあり

Azure ポータル上の Azure Stack HCI 管理画面

• Azure Stack HCI も仮想マシンもAzure サービスから一元管理

• 仮想マシン作成中に、マシン名、IPアドレス、ドメイン参加などを自動化

https://www.storagereview.com/review/dataon-azs-6224-azure-stack-hci-review


ハードウェアの情報もチェック1つで収集



Azure Virtual Desktop for Azure Stack HCI

エンド ユーザー デバイス セッションホスト

• AVD クライアント

• Windows, macOS, 

Linux, and HTML5

Azure Virtual Desktop

コントロールプレーン

• Azure 上で提供

• ID管理、コネクションブローカー、

ゲートウェイ、監視/診断、

スケーリングなど

Azure IaaS VM

オンプレミス VM on 

Azure Stack HCI

Windows 10/11

マルチセッションも

利用可能

※ オンプレミスの仮想マシンによる VDI が VPN 不要でハイブリッドワーク対応に

※ 仮想GPUのシナリオにも対応

Azure から VM 作成と管理



Cloud Native Anywhere：Azure PaaS (の1部) をオンプレミスで利用

SQL managed 

instances

PostgreSQL 

Hyperscale (preview) App services 
(preview)

Logic apps (preview)Functions (preview) API management 
(preview)

Event Grid (preview)
機械学習 (MLOps)

GA GA

Container Apps
(preview)

New

Azure Arc

Docker

コンテナー

手動展開

人数のカウント (人の識別) ソーシャル ディスタンスの検知 マスクの検知

【 Azure AI Container ： Azure AI Services の一部を Azure 外での利用】
Read OCR (Computer Vision), Anomaly Detector (異常検知), LUIS, キーフレーズ抽出, テキスト言語抽

出、感情分析、Text Analytics for Health, Translator (翻訳), 音声テキスト変換, ニューラル テキスト読み

上げ, 音声言語検出, 空間分析

空間分析 Spatial Analysis の例

Video Indexer
(Preview)

Azure Kubernetes Service

on Azure Stack HCI



エッジに展開された Arc 対応 Kubernetes cluster

Azure IoT 
OPC UA ブローカー

Azure IoT 
MQ

Azure IoT 
データ プロセッサ

Azure IoT 
Akri エージェント

Azure IoT 
階層型

ネットワーク管理

お客様の
Kubernetes 
ワークロード

ノースバウンド
クラウドコネクタ

Azure IoT Operations (Azure Arc)

Arc 対応サービス
(data services, app services, ML)

Arc 対応インフラストラクチャ サービス
(Azure Monitor, Microsoft Defender for Cloud, Azure Policy, etc.)

Azure IoT Operations
 Experience

アセット & パイプライン
管理

Operational 

technology 

(OT) personnel
OT としての

管理

PowerBI 

Microsoft Fabric
Azure Event Grid
Azure Event Hub
Azure Storage

Azure Data Explorer (ADX)

クラウド上の
アプリケーションデータ

パイプライン

データの可視化

メッセージ＆

データ

エッジ
IT としての管理IT としての管理

Bring-your-own (BYO)
コネクタ

アセット01 アセット02 アセット03 アセット04

OPC UA
サーバー01

OPC UA
サーバー02

OPC UA

通信 OPC UA

通信

リーフデバイス (アセット)

通信

Azure デバイス レジストリ

アセット リソース同期

Azure コントロール プレーンは、Azure Arc を介してクラウドとエッジにまたがった統合管理を実現

Azure IoT Operations (Azure Arc)
Information technology 

(IT) personnel



AI で強化された集中管理とセキュリティ:
単一のコントロール プレーンにより、運用、管理、セキュリティを簡素化

Azure Arc

Azure Arc-enabled
インフラストラクチャ

ハイブリッドリソースをネイティブな
Azure リソースとして接続し、運用

Microsoft Copilot

単一のコントロール プレーンに集約
された情報を Copilot で活用し、
運用管理者をサポート

Azure Resource 

Manager

監視 統合管理の自動設定ログ分析 統合ログ管理

Key Vault
Microsoft Entra ID 

(RBAC)
タグ付けARM Templates Resource Graph

ポリシーによる制御セキュリティ態勢管理

監査

インベントリ管理

課金

更新管理



Copilot を利用した Azure Stack HCI の運用 (例)

動画は 「Design cloud to edge architecture patterns with Azure Arc」という

Microsoft Ignite 2023 イベント内のセッションからの抜粋です。

以下のサイトにて動画を見ることができ、該当の部分は12分を過ぎたあたりにあります。

Design cloud to edge architecture patterns with Azure Arc (microsoft.com)

https://ignite.microsoft.com/en-US/sessions/b50aad74-4289-4c1f-807c-772a9895816b?source=sessions
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• コンテナ導入には、インフラ側の効果よりも、  開発の生産性向上(Agility) アプリケーション運用の効率化

(Cost Reduction) など、アプリケーションへの効果の期待値が大

コンテナ(Kubernetes)導入への期待

*N=582

アプリ側へのメリット
58.5%(N=341)

インフラ側へのメリット
25.9%(N=151)

既存システムと比べ、コンテナ(Kubernetes)導入に期待する一番の
ビジネスメリットはなんですか？
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なぜコンテナ＆コンテナオーケストレーションを使うのか？

コンテナを使う

アプリケーションのメリット

▸ 開発の生産性向上
○ 自動的なテスト実施〜成果物納品
○ 単一基盤での複数環境の準備

▸ 運用の効率化
○ トラブル時の自動対応
○ 属人的作業の削減

▸ リリースサイクルの短縮
○ 修正・アップデートを頻繁にリリース

▸ ポータビリティ
○ 実行基盤を問わないアプリケーション

コンテナを使う

インフラのメリット

▸ 集約率の向上
○ インフラリソース使用率の改善、コ

スト削減

▸ 運用の効率化
○ インフラリソース提供の自動化
○ 属人的作業の排除



Kubernetesができること

              リソースの制御              コンテナの死活監視

Virtual Private cloudBare metal Public cloud Edge

Kubernetes(k8s)とは、コンテナの運用操作を自動化するオープンソースのコンテナオーケストレーターです。
宣言的に利用できるKubernetesを使用することにより、コンテナ化されたアプリケーションのデプロイ(リリース)や
スケーリングに伴う、運用負担を軽減することができます。

             アクセス負荷分散
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Kubernetesだけではできないこと

Virtual Private cloudBare metal Public cloud Edge

Kubernetesでは提供されない機能

Kubernetesはコンテナの管理、運用に役立つ機能を提供しますが、それ単体だけではできないこともあります。
コンテナのビルドやミドルウェアの管理には、Kubernetes以外のツールの連携が必要です。

コンテナの
自動ビルド

ミドルウェア
の管理

クラスタの
ロギングや監視

ホストの管理
(+Security)

クラスタ
アップグレード



コンテナ技術周辺のソフトウェア

この中から必要なものを選定し運用すること(DIY)がお客様の本業なのか？🤔
ソース：CNCF Cloud Native Interactive Landscape

https://landscape.cncf.io/
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Red Hat OpenShift

Virtual Private cloudBare metal Public cloud Edge

エンタープライズに求められる機能をKubernetesに付随し、サポートすることで、ビジネス価値に直結する機能
を提供しています。アプリケーション開発の効率化に重きを置くか、まずはインフラ運用の効率化に取り組むか、
という点がKubernetes単体と大きく異なる点です。

コンテナの
自動ビルド

ミドルウェア
の管理

クラスタの
ロギングや監視

ホストの管理
(+Security)

クラスタ
アップグレード
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なぜコンテナ＆コンテナオーケストレーションを使うのか？

コンテナを使う

アプリケーションのメリット

▸ 開発の生産性向上
○ 自動的なテスト実施〜成果物納品
○ 単一基盤での複数環境の準備

▸ 運用の効率化
○ トラブル時の自動対応
○ 属人的作業の削減

▸ リリースサイクルの短縮
○ 修正・アップデートを頻繁にリリース

▸ ポータビリティ
○ 実行基盤を問わないアプリケーション

コンテナを使う

インフラのメリット

▸ 集約率の向上
○ インフラリソース使用率の改善、コ

スト削減

▸ 運用の効率化
○ インフラリソース提供の自動化
○ 属人的作業の排除



なぜコンテナ＆コンテナオーケストレーションを使うのか？

コンテナを使う

アプリケーションのメリット

▸ 開発の生産性向上
○ 自動的なテスト実施〜成果物納品
○ 単一基盤での複数環境の準備

▸ 運用の効率化
○ トラブル時の自動対応
○ 属人的作業の削減

▸ リリースサイクルの短縮
○ 修正・アップデートを頻繁にリリース

▸ ポータビリティ
○ 実行基盤を問わないアプリケーション

コンテナを使う

インフラのメリット

▸ 集約率の向上
○ インフラリソース使用率の改善、コ

スト削減

▸ 運用の効率化
○ インフラリソース提供の自動化
○ 属人的作業の排除

比較・検証
時間 増

ライセンス
費用 増

障害時切り分
け難易度 増

❗DIYは生産性・効率化を阻害

でもKubernetesだけでは実現できない 🙅　
別途コンポーネント(ツール)が必要



本番に耐えうるコンテナ環境をOneStopでご提供

部品 完成車

Custom OS

Kubernetes

Registry Logging CI/CDMetrics

Monitoring Service 
Mesh Dev Tools

Kubernetes Cluster Services
Basic Networking :: Ingress

Dev Tools

Red Hat Core OS

Kubernetes

 OpenShift Cluster Services
Networking :: Router :: OLM 

Registry

Service 
Mesh

Logging

Monitoring

CI/CDMetrics

1から作る場合
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Azure Red Hat 
OpenShift

(ARO)

Red Hat 
OpenShift on 

IBM Cloud
(RHOIC)

Cloud Partner 
Managed 

OpenShift

Amazon
Red Hat 

OpenShift
(ROSA)

Red Hat Service Microsoft Service IBM Service Cloud Partner 
ServiceAmazon Service

OpenShift フルマネージドサービス

開発・運用体験を共通化することで、環境を意識しない世界

セルフサービス

OpenShiftはあらゆるところで利用できます

New On Premises 
+ 

Managed OpenShift 

On Premises On Premises

▶ OpenShiftであれば、パブリッククラウドでもオンプレでも同じUI＆同じツールをご利用いただけます。

▶ 開発者・運用者はどの環境においても個別に学習することなく、開発や運用改善の業務に注力いただけます。
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Public CloudにおけるOpenShiftの上手な使い方

すぐに始めて、すぐに消せる Managed OpenShift

▶ イニシャルコストや HWの導入なしに始めること

できる

▶ 必要な際にオンデマンドで拡張  / 縮退すること

ができる

▶ 不要になった場合はすぐに削除してランニング

コストを無くすことができる

▶ 構成がシンプルのため構築方法が簡単

▶ インフラの運用をManaged Serviceに任せるこ

とで、アプリケーション側の開発や運用に注力

することができる

コンセプトを素早く試して確かめるために非常に有効
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13 https://www.ibm.com/blogs/solutions/jp-ja/container-cocreation-center-26/

※リンク先情報はRed Hat OpenShift Service on AWS (ROSA) の情報ですが、基本的な考え方は同じです。

 Hosted Control Plane（HCP）とは

Control Plane Nodes  

etcd 

kube-scheduler  

kube-apiserver   MCE  
(Multi Cluster Engine) 

cluster-1  
master pods  

PV-0 

cluster-1  
etcd-0  local  local  local 

worker nodes  
compute nodes  

manage 

LB for 80/443 

compute nodes  

LB for 80/443 

cluster-2  
master pods  

PV-0 

cluster-2  
etcd-0  

cluster-3  
master pods  

PV-0 

cluster-3  
etcd-0  

compute nodes  

LB for 80/443 
LB for 80/443 LB for API  LB for  API 

LB for API 

LB for API 

LB for internal

others  others   others  

Hosted Cluster 1
（子クラスタ1）

Hosted Cluster 2
（子クラスタ2）

Hosted Cluster N
（子クラスタN）

Hosting Cluster
(親クラスタ)

▸ multicluster engine for Kubernetes (MCE) の機能（Upstream: Hypershift）

▸ Hosting Cluster (親クラスタ) のNamespace内で、Hosted Cluster (子クラスタ) のControl Plane部分を、Podとし

て稼働させることができるもの

manage 

https://www.ibm.com/blogs/solutions/jp-ja/container-cocreation-center-26/


テーマ2: パブリッククラウドとオンプレを繋げてなに
ができる？

Red Hat OpenShift

Chihiro Hirata

Ecosystem Solution Architect

Red Hat K.K.
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戦略的なエンタープライズでは、基本ハイブリッドクラウド

Source: CNCF Annual Report 2022

個別開発チームでの運用が多めな企業の戦略 共通基盤チームでの運用が多めな企業の戦略

CNCF Annual Report 2022より抜粋

https://www.cncf.io/reports/cncf-annual-survey-2022/
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なぜ企業はマルチクラウドを選択するのか

市場でよく謳われる

マルチクラウドのメリット

・ サービスに適した環境を選択
　各クラウドベンダーが得意とするサービスを
　選択して利用できる

・ クラウドベンダーの依存性を回避
　特定のベンダーロックインになりずらい

・ BCP/DR対策(リスク分散)
　災害/緊急時も他の環境にワークロードを移行できる

マルチクラウドを選んだ企業の実態

1 クラウドごとに実装とサポートが異なる

提供される機能やUIが異なる
利用するミドルウェアのサポート範囲や提供機能が異なる

2 動作プラットフォームが異なる

仮想マシンの実装、ハードウェア実装、DCのアベイラビリティ実装、
キャパシティレベルの違い

3 コストが異なる

リストプライスはあくまで目安。
コスト削減には、サービスごとの実ワークロードコスト測定が必要

4 動的回復には複雑な設計が必要

グローバルレベルでのロードバランサーと災害時のバランシング設
計、クラウド環境に合わせたそれぞれの設計と実装が必要

マルチクラウドを選んだ企業が陥りやすい事態
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Azure Red Hat 
OpenShift

(ARO)

Red Hat 
OpenShift on 

IBM Cloud
(RHOIC)

Cloud Partner 
Managed 

OpenShift

Amazon
Red Hat 

OpenShift
(ROSA)

Red Hat Service Microsoft Service IBM Service Cloud Partner 
ServiceAmazon Service

OpenShift フルマネージドサービス

開発・運用体験を共通化することで、環境を意識しない世界

セルフサービス

OpenShiftはあらゆるところで利用できます

New On Premises 
+ 

Managed OpenShift 

On Premises On Premises

▶ OpenShiftであれば、パブリッククラウドでもオンプレでも同じUI＆同じツールをご利用いただけます。

▶ 開発者・運用者はどの環境においても個別に学習することなく、開発や運用改善の業務に注力いただけます。
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Dell APEX Cloud Platform for Red Hat OpenShift

▶ Dell ACP for Red Hat OpenShiftはベアメタルで提供されるソリューション

▶ Dell ACP for Red Hat OpenShiftは設計と構築を短縮できる仕組みとなっており、ターンキー型のソリューションとして素早くお客

様ご指定の環境に導入することができます

▶ Dell ACP for Red Hat OpenShiftであれば、パブリッククラウド等のOpenShift環境とのデータのSyncやバックアップが可能で、

BCP/DR対策や用途にあわせた利用が可能になります
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統合されたHWとSWの管理

▸ Dell ACP for Red Hat OpenShiftでは、HWの管理もOpenShift UIに統合されているため、１つのViewで管理を完結することがで

きます。

▸ HWのファームウェアバージョンとOpenShiftのバージョンを合わせて管理できるため、インフラ環境を特定の状況に絞り込みより

安定した環境で利用いただくことができます。



20

Dell ACP for RH OpenShiftのAI/ML領域での活用

▸ ベアメタルで提供できるDell ACP for Red Hat OpenShiftは、OpenShift AIを組み合わせることでAI/ML向けにも活用できます

▸ GPUをフル活用するコンテナ向けの基盤にも最適な構成です
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Red Hat OpenShift のLifecycle

▸ OpenShiftのLifecycleは最長3年

▸ Managed OpenShiftの中にはOpenShiftの定めるLifecycleよりも短い期間でのUpdateを要望される場合があります

▸ Dell ACP for Red Hat OpenShiftであれば、Lifecycleの期間の中でお客様の計画に合わせてアップデートの計画を立てることが

できます
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Red Hat OpenShift
次世代の仮想化を担うアプリケーション・プラットフォーム

Virtual Machines Containers

➢ “Unified” なプラットフォーム

仮想マシンとコンテナ、アプリケーションの形態を問わず単一の

プラットフォームでサポート

➢ インフラコストを抑制

サーバー課金*1 のサブスクリプションで、CPU リソースが多く必要な仮想

化基盤でも経済的

➢ 生産性向上を支援するサービス

煩雑な作業を自動化し、運用者と開発者が職務上の本分に集中すること

を支援する数々のサービス

*1 物理サーバーを使用する場合。 2 CPU・合計  64 コアまでを  1 サーバー分のサブスクリプションで使用可能。
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「OpenShift Virtualization」を選ぶ3つのメリット

仮想マシンとコンテナの両方を統合する完全なインフラストラクチャー

➢ OpenShift が提供するサーバー仮想化機能

○ Linux の仮想化機能に基づくサーバー仮想化

○ OpenShift に標準で含まれる機能で、追加費用は不要

➢ Linux と Windows の両方の仮想マシンをサポート

○ 代表的な Linux ディストリビューションと Windows Server のテンプ

レートを標準装備

○ Red Hat Enterprise Linux の仮想マシンは無償・無制限で使用可

能

➢ 仮想マシンの専用移行ツール

○ 既存のサーバー仮想化環境から OpenShift Virtualization へ仮想

マシンを移行するツールを無償で使用可能

Virtual Machine

Red Hat OpenShift

OpenShift Virtualization



linkedin.com/company/red-hat

youtube.com/user/RedHatVideos

facebook.com/redhatinc

twitter.com/RedHat
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Red Hat is the world’s leading provider of enterprise 

open source software solutions. Award-winning 

support, training, and consulting services make 

Red Hat a trusted adviser to the Fortune 500. 

Thank you
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まとめ  テーマ１）パブリッククラウド上で何ができる？

• 幅広いポートフォーリオ（Iaas、Paas、
Saas）を持っている

• TOP500（演算速度）3位の高パフォー
マンス環境が実現可能

• データ主権/保護の柔軟性確保

• 場所を問わず、Red Hat OpenShiftが
利用可能

• Kubernetesの課題をRed Hat 
OpenShiftで解決

• Hosted Control Plane（HCP）がリ
リース、現在はパブリッククラウドのみ

Microsoft Redhat
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まとめ テーマ２）パブリッククラウドとオンプレを繋げて何ができる？

• Azure ARCを中心に様々な環境を繋ぐ
アダプティブクラウドというアプローチ

• システムやデータはオンプレに配置、管理は
Azure ARCからという一元管理も可能

• AIで管理された集中管理とセキュリティが
実現できるCopilotに注目！

• OpenShiftはパブリッククラウドでもオンプレ
でも同じUI＆同じツールの利用が可能。

• ハイブリッドクラウドのデメリット(各種サービ
スの違い)の影響を受けないのが
OpenShift

• OpenShift Virtualizationはコンテナだ
けでなく、仮想マシンも稼働させることが可
能

Microsoft Redhat
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【徹底攻略塾】

ハイブリッド攻略塾

2024年5月29日回 まとめ



SAASホステッド パブリッククラウド

マルチクラウド ・バイ ・デザインに向け
信頼できるテクノロジーで、シンプルなクラウドエクスペリエンスを実現

GROUND

CLOUD

ストレージ データ保護 クライアントデバイスコンピュート

コロケーション
施設

エッジ
ロケーション

データ
センター

ハイブリッドクラウド

AAS OFFERS

オンプレミスにもクラウドの利用体験を（As A Services）

お客様が選択する
コンテナ・仮想化スタックと

開発運用体験を
オンプレミス、エッジにも

CLOUD→GROUND

当社の革新的な
ソフトウェア技術を
パブリッククラウドへ

GROUND→CLOUD

ブロック

ファイル

データ
保護

1

2

3
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Dell APEX Cloud Platformsとは
自由なハイブリッドクラウドイノベーションを実現

市場で有力なハイブリッドクラウドスタックと一体で提供

ハードウェアプラットフォームを共通化、徹底した導入と
運用自動化を実現

フルスタックのライフサイクル管理を実現

Dell独自のSDSをビルトイン、場所を問わないデータ
管理、真のアプリケーションモビリティを実現

場所を問わず、パブリッククラウドで使い慣れた
運用・開発者体験を提供

選択 一貫性 コントロール| |

PUBLIC CLOUD

データセンター エ ッジ

フルスタ ッ ク統合と自動化

パブリック
クラウド

オンプレミス

ストレージ自動化された運用管理 コンピュート

共通のビルデ ィングブロ ッ ク

ストレージ領域はPowerFlex、ObjectScale、
将来的にはPowerStoreおよびPowerScaleを
含む標準のDellストレージに接続される予定です。
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コンピュートノード

MC-660 MC-760

フォームファクタ 1U ラックマウント, シングル／デュアルソケット 2U ラックマウント, シングル／デュアルソケット

ユースケース 計算密度の高いエッジ、ROBO、コアユースケース
パフォーマンスとGPU容量の

バランスを考慮した高性能アプリの統合

CPUコア数 Intel 第４世代 - 8 to 104 Intel 第４世代 - 8 to 104

メモリ 最大 8TB DDR5 最大 8TB DDR5

NVIDIA GPU 1x A2
4x A2

2x A16 | A30 | A40 

1Uの小さなフットプリントに
CPUを集積したノード

GPU負荷の高いワークロードに
対応するバランスの取れたCPU

MC Node
データセンターおよびヘビーエッジ向けの柔軟かつファクトリーレディのコンピュート構成
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次回予告
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次回は8月28日（水）こちらの２社に語って頂きます！

登録はこちら！

https://events.teams.microsoft.com/event/80bdf921-7af8-4098-8806-71202e255134@945c199a-83a2-4e80-9f8c-5a91be5752dd
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